


置主EZ活費司Jt奪回配陸軍 JAFi8*5!J-理
DCCSウインタ ラリーにスパル

4WDガ優勝し、続<関西ラリーでは

“ゴチン"が優勝と、まるで'82シ ズ

ンの繰り返しの様な感じで始まった'83

.JAF戦。そして復調なった“伸弥"の

2連勝。前半4戦を終了しだこの時点

で、ランサーターボの2年連続チャン

ピオン力ーはほぼ確定しだような感ガ

あった。期待の786カローラの出現に

より、往年のリトJレジャイ戸ンツ綾部

選手の復活、更に沼田選手の激走もあ

って2位以下のポイント争いlこ澱しさ

を増しだ後半戦、最後の締めくくりは

やはりランサーターボでタナボタとい

われながらも、めっきり実力をつけて

きた“ハマメ"の.JAF戦初勝利で、こ

の2位争いにもピリオドガうだれだ。

結果的にはランサーターボガ2年連続

チャンピオン力 の王座に就くと同時

lこ2位も占めた'83シズンであったガ¥

全8戦中2戦か、ポイント対象外と怠っ

たり、.JAF戦初の悲しい事故等波乱に

満ちだオ年でもあつだ。そして、この

波乱に満ちだ'83シズンの台風の目は

何といっても86力ロ ラの出現であつ

だろう。 昨シーズンのランサーターボ

のごとく、回を追う包に参加者も増え

続けていつだのである。CMSC香川の

高竹選手ガ大活躍しだ先日のオールス

ターラリーでは、巳クラスはまるでラ

ンサーターボと86カローラの 騎打ち

という感じであつだ。

さて、 '84シーズンの行方はどうなる

のであろうか?ランサーターボの3年

連続チャンプは可能なのであろうか。

答えは前文を読まれだ方には明確であ

ろう。そう、ランサタボはインタ

ークーラを得て再びよみがえつだので

ある。 2年間にわたって熟成されてき

だ成果と、インタクラによるハィ

パワー・ハイトルフとの組合せ、これ

によって一段と戦闘力を増し疋事は既

に確認済みである。ランサーターボ、

デビュー当時はノンターボ時代のサス

セッテインク'をベースとしていだだめ

にターボパワーとのマッチングにやや

時闘がかかつだ感があったか¥今回の

場合は従来のターボ車で活力つだノウ

ハつを、そのまま生かして短時間での

熟成ガ可能となっだ。さあ、 '84シーズ

ンもランサーでイタダキ0

'8jk探知!
'83-.JAF全 日本フリー選手権順位(8クフス)

順位 車 両 ドフイパー ナビゲータ

ランサーターボ 山内 f申弥 山口 励

2 ランサーターボ 羽豆宏 田口雅生

3 シJレビアRS 松本 誠 林 哲

4 ランサー/AE86 加勢裕二 大;尺英道

5 スバル 4WD 清水 平日夫 森 哲也

6 セリ力GTーT/ AE86 1 神岡政夫 佐久間健

第7戦(8 月 18~19 日)
'84栗駒山アルペン

(岩手)

第四戦(11 月 3~4 日)
R-8 RALLY &ラリー'84

(石JI[)

第2戦(2 月 11~12 日)
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第3戦(3 月 17~18 日)
'84ACKスプリンクラリー

(大介・福岡)
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第6戦(6 月 30~7 月 1 日)
チボーラリーIn北海道

(北海道ニセコ)

関西ラリー'84
(奈良・三重)
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クレス卜スノーアドベンチャ
ラリー
(北海道日高)
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